
 

川崎市宮前平・鷺沼駅周辺地区基本構想の概要 

 

 

１．経緯 

平成２１年３月３１日作成 

平成２１年３月３１日公表 

 

 

２．川崎市の概要（平成２０年３月末現在） 

人口 １，３７４，４４１人 世帯数 ６２８，５１６世帯 １４４３５ｈａ 

高齢者数  ２１５，７４５人（１５．７％）（全国平均２１.０％） 

身体障害者数 ３０，０４７人（ ２.１％）（全国平均 ２.７％） 

知的障害者数  ６，０９８人（ ０.４％） （全国平均 ０.３％） 

精神障害者数 １２,４５１人（ ０.９％） （全国平均 ２.０％） 

 

 

 

３．旅客施設及び重点整備地区の概要 

①旅客施設 

東急田園都市線宮前平駅（１日平均利用者数４７，１７２人，平成１９年

度） 

東急田園都市線鷺沼駅（１日平均利用者数６２，４２０人，平成１９年度） 

②重点整備地区の概要 

重点整備地区の面積 宮前平駅周辺地区 ３６.０ｈａ 

          鷺沼駅周辺地区  ２７.０ｈａ 

主な施設 

宮前平駅周辺地区：宮前平駅、宮前区役所、宮前市民館、宮前図書館 

鷺沼駅周辺地区：鷺沼駅、駅前広場、高山バス停 

重点整備地区の選定理由 

・宮前平・鷺沼駅周辺は、本市の総合計画である「川崎再生フロンティア

プラン」において「地域生活拠点」に位置づけられており、地域連携型

の都市構造の実現に向け、駅を中心としたまちづくりに対する重点的な

取り組みが必要な地区である。 

・宮前平駅の乗降客数は約45,000人/日（市内第13位）、鷺沼駅も約60,000
人/日（市内第8位）であり、多くの乗降客数を有する駅である。 

・宮前平駅には駅の南北に広場があり、バス停留所及びタクシー乗降場が

整備されている。また、鷺沼駅には南口にバスターミナルがあり、バス

の乗降場が整備されている。いずれの駅においてもバスの運行本数は多

いが、特に鷺沼駅については約1,000本/日と非常に多く、公共交通の主

要な結節点となっている。 
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４．川崎市宮前平・鷺沼駅周辺地区基本構想の特徴 

・バリアフリー化が必要な目的施設までの経路を「バリアフリー化経路」

として位置づけ、可能な限りバリアフリー法に基づく基準等に適合した

整備を実施する。 

・目的施設以外のその他の公共的施設についても、あらゆる機会を捉えて、

その地域に応じたバリアフリー化を推進する。 

 

 

５．事業の概要 

 

 宮前平駅周辺地区 

① 事業の目標年次 

・以下に示す事業について、各事業者は、基本構想の内容に即して事業計

画を作成し、平成２２年を目標に事業の推進を図る。 

② 公共交通特定事業 
位 置 事業内容 事業者 

宮前平駅 

・階段の段鼻の視認性の向上 
・音声・音響案内装置の設置・改善 
・券売機下部の蹴込みの改善 
・エレベーター内部の鏡の改善 
・南口階段の改善 
・ホームと車両の段差解消の検討 
・可動式ホーム柵設置の検討 
・エスカレーター設置の検討 

東京急行電鉄(株) 

東急バス(株) 
バス車両 ・ノンステップバスの導入 

川崎市営バス 
東急バス(株) バス停での情報提

供 ・バス停留所の案内表示の改善 
川崎市営バス 

③ 道路特定事業 
位 置 事業内容 事業者 

経路３ 
（宮前平駅～土橋

小学校） 

・ 横断歩道接続部の段差の改善 
・ 歩道の勾配の改善の検討 
・ 歩道舗装の平坦性の確保 
・ 歩行動線上にあるグレーチングの改善 
・ 東急田園都市線ガード下に街路灯の設

置の検討 
・ 交差点部に視覚障害者誘導用ブロック

の敷設 

道路管理者（川崎市）

④ 建築物特定事業 
位 置 事業内容 事業者 

経路２ 

（宮前役所～宮前

市民館・図書館） 

・市民広場のタイル面の改善 

宮前区役所 ・視覚障害者誘導用ブロックの改善 

施設管理者（川崎市）
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⑤ その他の事業 

位 置 事業内容 事業者 

重点整備地区内 

・放置自転車対策 
・商品や看板の歩道上へのはみ出し解消 
・自転車利用のルールとマナーに関する教

育・啓発活動の推進 

川崎市 
宮前区 
地元関係者 

宮前平駅前広場 
・タクシー乗り場の段差解消の検討 
・タクシー乗り場への視覚障害者誘導用ブ

ロック敷設の検討 
東京急行電鉄(株) 

宮前平駅公衆トイ

レ ・公衆トイレの改善 川崎市 

公共交通機関 ・利用者への応対・介助に関する職員の教

育訓練の充実 

東京急行電鉄(株) 
東急バス(株) 
川崎市営バス 

⑥ その他考慮すべき事項 

・尻手黒川道路について 

・坂道への対応 

 

 

鷺沼駅周辺地区 

① 事業の目標年次 

・以下に示す事業について、各事業者は、基本構想の内容に即して事業計

画を作成し、平成２２年を目標に事業の推進を図る。 

② 公共交通特定事業 
位 置 事業内容 事業者 

鷺沼駅 

・階段の段鼻の視認性の向上 
・音声・音響案内装置の設置・改善 
・券売機下部の蹴込みの改善 
・エレベーター内部の鏡の改善 
・ホーム床面の平坦性の改善 

東京急行電鉄(株) 

東急バス(株) 
バス車両 ・ノンステップバスの導入 

川崎市営バス 
東急バス(株) バス停での情報提

供 ・バス停留所の案内表示の改善 
川崎市営バス 

③ 道路特定事業 
位 置 事業内容 事業者 

経路１ 
（鷺沼駅～高山バ

ス停） 

・歩道の有効幅員の拡大の検討 
・歩道の勾配の改善 
・歩道舗装の平坦性の確保 
・歩行動線上にあるグレーチングの改善 

経路２ 
（経路１～宮前郵

便局） 

・歩道の勾配の改善の検討 
・歩行動線上にあるグレーチングの改善 
・国道 246 号ガード下に街路灯の設置の検

討 

道路管理者（川崎市）
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経路３ 
（鷺沼駅～地域子

育て支援センタ

ーさぎぬま） 

・歩道の有効幅員の拡大の検討 
・横断歩道接続部の段差の改善 
・歩道の勾配の改善の検討 
・歩道舗装の平坦性の確保 
・歩行動線上にあるグレーチングの改善 

経路４ 
（鷺沼駅～カッパ

ーク鷺沼） 

・横断歩道接続部の段差の改善 
・歩道の勾配の改善の検討 
・歩道舗装の平坦性の確保 
・歩行動線上にあるグレーチングの改善 

④ 交通安全特定事業 
位 置 事業内容 事業者 

生活関連経路 

・音響式信号機等の設置の検討 
・違法駐車の取締りの強化 
・違法駐車防止に対する広報・啓発活動の

推進 
・標識・標示の視認性の確保 
・交通規制の実施 

神奈川県公安委員会 

⑤ その他の事業 

位 置 事業内容 事業者 

重点整備地区内 

・放置自転車対策 
・商品や看板の歩道上へのはみ出し解消 
・自転車利用のルールとマナーに関する教

育・啓発活動の推進 

川崎市 
宮前区 
地元関係者 

鷺沼駅前広場 

・歩道舗装の平坦性の確保 
・タクシー乗り場の段差解消の検討 
・タクシー乗り場への視覚障害者誘導用ブ

ロック敷設の検討 
・バス乗り場付近の歩行空間の改良 

東京急行電鉄(株) 

公共交通機関 ・利用者への応対・介助に関する職員の教

育訓練の充実 

東京急行電鉄(株) 
東急バス(株) 
川崎市営バス 

⑥その他考慮すべき事項 

・鷺沼行政サービスコーナーへの経路について 

・夜間における歩行空間の明るさの確保 

・エスコートゾーンの設置 
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６．法第２５条第７項に定められている機関との協議 

① 公共交通事業者等 

東京急行電鉄株式会社       平成２１年３月９日協議成立 

東急バス株式会社         平成２１年３月５日協議成立 

川崎市交通局           平成２１年３月６日協議成立 

② 道路管理者 

川崎市建設局           平成２１年３月４日協議成立 

川崎市宮前区           平成２１年２月２６日協議成立 

③ 都道府県公安委員会 

神奈川県公安委員会        平成２１年３月２４日協議成立 

 

 

７．法第２６条に定められている協議会の有無 

有 

無：同条に準ずる「基本構想策定検討委員会」を設置 

 

 

８．利用者の意見の反映 

① 基本構想の策定にあたって、川崎市バリアフリーのまちづくり協議会及び

宮前平・鷺沼駅周辺地区基本構想策定検討委員会を開催し、以下に示すメ

ンバーの参画により検討を実施（協議会３回、委員会３回） 

・学識経験者 

・川崎市身体障害者協会 

・障害者団体、高齢者団体、子育て団体、まちづくり団体 

・町内会、商店街 

・福祉事業者、建築事業関係者、公共交通事業者 

・道路管理者、交通管理者 

② 高齢者、障害者をはじめとする市民の方々、事業者、その他関係者の参加

のもと、まち歩き点検ワークショップを実施し、重点整備地区における具

体的な問題点や課題の把握を行った。 

・実施日：平成２０年７月１４日（月） 

・参加者数：約６５名 

③ パブリックコメントを平成２０年１０月２７日から１１月２５日まで行

い、１６件の意見が寄せられた。 

④ 反映された主な事項 

・「バリアフリー経路」に交差点部の視覚障害者誘導用ブロックの敷設

について追加した。 

・鷺沼駅周辺地区「経路３、経路４」に街路灯の改善の検討を追加した。 
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９．その他 

① 法第２７条による提案の有無 無 

② 法第４１条による協定の有無 無 
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